
震災発生！

あわてず避難判断だ!
「 住民（ 麻布地区）の皆さ んは震災が起きたら 必ず避難し なければならない」と いう こと ではあり ません。

自宅やまわり の様子を確認して、避難が必要かどう か判断し ましょ う 。

大きな震災が発生し たと きに、冷静かつ適切に対応するのは難しく 、

一つの判断が生死を分けること もあり ます。

「 あわてず、落ち着いて」行動するための行動パタ ーンを覚えておきましょ う 。

震災発生

避難し ない・ 避難するをどう 判断する？

自宅の破損が少ないとき

余震等が起きても倒壊の恐れがないなど安全だと 判断できるとき

近隣の火災や浸水・ 土砂崩れなどの危険性がないとき

生活に大きな問題がないとき

自宅の破損が大きいとき

余震等で自宅が大きく 破損する恐れがあるとき

近隣の火災や浸水・ 土砂崩れなどの危険があるとき

「 高齢者等避難」「 避難指示」が発令さ れたとき

▶ 落ち着いて「 自分の身を守る」

机やテーブルなどの下へもぐる。

家具などの転倒や落下物の少ないスペースに逃げる。

▶ 余裕があれば「 火の始末」

コンロの火を消し 、ガスの元栓を閉める。

▶ 近隣の安全を確認

▶ 余震等の二次災害に注意

▶ ラジオなどで情報を確認

▶ 靴をはき、ガラスの破片などから
足を守る

▶ 非常持出品を用意する

▶ ガス漏れ・ 漏電に注意

▶ 生活必需品は自身の備蓄でまかなう

震災発生から 3～7日間は、

被災地外からの応援は期待し ない。

▶ 震災情報、被害情報の収集

区や都の広報に注意する。

▶ 壊れた家には入らない

▶ 自主防災組織を中心に行動を

▶ 集団生活のルールを守る

▶ 助け合いの心を

▶ 出火防止対策

ガスの元栓を閉め、電気のブレーカーを切る。

▶ 消火・ 救出活動

近隣で協力して消火や救出を。

あわせて消防署等へ通報する。

震災発生

土砂崩れの危

険が予測さ れ

る地域はすぐ

避難

配慮が必要な人がいる世帯には積極的に

声をかけて安否を確認する。火が出ていたら

大声で知らせ、協力して消火をする。

あざぶぅ

あざぶぅ

避難し ないケース（ 在宅避難） 避難するケース

地域集合場所へ

広域避難場所へ

近隣火災の危険あり

自宅に被害なし 自宅に被害あり

自宅に被害なし 自宅に被害あり

危険が差し 迫っていない場合、近所の方の安否

確認、初期消火活動や救出・ 救護への協力を

区民避難所
（ 地域防災拠点）

自　 宅

▶ 火元を確認、出火し ていたら初期消火

▶ 家族の安全を確認

1～2分 3分 5分

10分～数時間 3日～7日 避難生活では

▶ 電話はなるべく 使わない

▶ 家屋の倒壊などの危険があれば避難する

ブロッ ク塀やガラスに注意。車は使用し ない。

5分～10分

あざぶぅ

⇦ く わしく は「 震災時の在宅避難ガイド ブッ ク」をみてね!



これからは普段から

使う ものを

備蓄品へ！
『 ローリ ングスト ッ ク法』でかし こく 備えよう！

あざぶぅ

ローリ ングスト ッ ク法

こ れだけはそろえよう！住宅避難に役立つ防災グッズ9 品

1
2  
3

日用品はローリングスト ッ ク

持出用のグッ ズはリュッ クに

備蓄品は1カ所にまと めて収納

するのではなく 、キッ チン、寝室、

子ども部屋など数カ所に分けて

収納する「 分散備蓄」がおすすめ

買い占めは

し ないでね！

いざと いう ときに慌てたり 、買い占めを

し なく ても安心して過ごせます。

また、備蓄を継続できると いう メリット もあります。

ケ イ タ イ

ト イ レ

G A S

ポリ 袋ラップ
飲料水 ・  非常食

（ 1人1日3ℓ ）（ 1人1日3食）

からだ拭きウェット タオル
・ 口腔ケアウェット ティッシュ

携帯ト イレ（ 1人1日5回程度）新聞紙

カセット コンロ・ ボンベ
懐中電灯
LEDランタン・ ヘッド ライト

停電時の信頼できる

情報源。震災後の

情報収集に。

携帯ラジオ

調理、水の運搬、

サバイバルト イレ

づく り など、

多用途に使えて便利。

飲料水は家族全員の分を用意。

生活用水は風呂の水を。
食器に敷いて使えば洗う 水を

節約できます。

ロングタ イプのも のを多めに

                                    備 えて。

震災時は、水洗ト イレ

の水を流さ ないよう

にし ましょ う 。

逆流発生などの

危険があり ます。

紙食器やサバイバルト イレを作る際に

活躍する多機能グッ ズ。

朝刊1週間分の

スト ッ クを。

からだ拭きウェ ット タ オルは、

背中まで拭ける大きさ なので

一人で身体をきれいに

できます。

口の中の衛生は身体の

健康にも 影響し ます。

歯が拭けるウェ ット ティ ッ シュ

の用意を。

LEDランタンは部屋の照明用に

最低3個用意。ヘッド ライト は

外出時用として家族全員分を。

温かい食事の必需品。

ボンベ1本で約60分使用できます。

あざぶぅ

備える

日常で使う

使っ た分だけ

買い足す

非常食は、腹持ちがよく

おいし いレト ルト 食品や

フリ ーズド ライ食品を 。

あざぶぅ

備蓄品として保管してある非常食や保存水を日常生活で消費し 、

使った分を買い足していく 管理方法です。

⇦ く わしく は「 震災時の在宅避難ガイド ブッ ク」をみてね!



港区の防災情報で、

いざ災害時も 安心だ！
いざ！震災時！今から 備えておこう！ 港区の防災情報取集アラカルト

あざぶぅ

あざぶぅ

を#
災害伝言ダイヤルのかけ方

に

電話する

を入力
メッセージ
を録音

音声再生を入力

録音する

メッセージを
聞く

被災地の方の固定

電話の番号を入力

※市外局番から入力してく ださ い。

携帯電話やIP電話の番号は

使えません。

#を入力#

※ダイヤル式電話の
場合はそのまま待つ

続けて を入力#
録音終了

災害伝言ダイヤル・ 災害用伝言版

災害時の声の伝言板（ N TT災害伝言ダイヤル171）

※体験利用日が設けられています。ぜひ平常時に家族と 試してみましょ う 。

防災無線の聞き直し

防災行政無線放送内容確認電話

0 3 -5 4 0 1 -0 7 4 2
防災無線の放送内容が聞き取れなかったときは、

ここで確認！！

SN Sなどのサービス活用

X（ 旧ツイッ タ ー）やFacebookなどのSN Sは

緊急時の通信手段としても活用できます。

港区公式SN S 麻布地区総合支所X

X Facebook

防災アプリ の配信

災害のリスクの確認、災害に対する備えに

「 港区防災アプリ 」をご活用く ださい。

防災情報メ ール

災害に関する情報を24時間365日受信。

空メ ールを送信し 、登録してく ださ い。

防災情報メ ールiPhone Android

⇦ く わしく は「 震災時の在宅避難ガイド ブッ ク」をみてね!

あざぶぅ

震災が起きたと きに家族が慌てず行動できるよう 、日頃から 避難時のルールについて

家族で話し 合い、連絡方法や行動など約束事を決めておきましょう 。

ハザード マップ 防災マップ港区ホームページ

①家族が集まる場所を決めておこう

②連絡手段を考えておこう

③被災地以外の実家や親戚を

　 連絡の拠点に決めておこう



麻布地区以外の皆様の

災害時一時滞在施設情報はこちら！

あざぶぅ

⇦ く わしく は「 震災時の在宅避難ガイド ブッ ク」をみてね!

災害時行き場がない方へ

災害時はこちらから

一時滞在施設をご確認く ださ い

あざぶぅ

防災情報を

収集し よう

港区内の一時滞在施設は災害時に帰宅困難者が

多数発生し 、一時滞在施設として受入可能と なっ た

ときに限り 公表し ます。

道路に人があふれてしまうと

緊急車両の妨げになります。

会社に戻れる人はご自身の

会社に戻り 留まってく ださい。

行き場のない人は一時滞在施設への

移動を検討してく ださ い。



帰宅困難者になったら・・・

帰宅困難者となった場合はむやみに移動し たり 帰宅をすることは控えましょう 。

緊急車両の妨げや群衆なだれ等による二次災害が発生する可能性があります。

一時滞在施設はだれでも利用できる場所ではありません。

あざぶぅ

自らの判断で帰宅判断を行う 。
あざぶぅ

施設で物資などの支援を受け滞在する。（ 最大3日程度想定）

帰宅困難者の避難方法について

「 一時滞在施設」に移動。受付を行う 。

QRコ ード から「 一時滞在施設」の受入可否情報を確認する。
※下記赤枠内

港区ホームページ内「 一時滞在施設開設状況一覧」（ イメ ージ）

近く に会社や学校がある人

原則、学校や自社内待機

1 1

住民（ 麻布地区）

原則、在宅避難

2

行き場所がない方

以外の方

受入可能な一時滞在施設を探す。

2

防災情報を

収集し よう

帰宅困難者

ではない方

帰宅
困難者

一時滞在施設（ イメ ージ）

物資（ イメ ージ）

自宅の損害が

少ないときは
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